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取扱説明書 


保証書付 

(裏表紙の下側が保証書 
になっています。） 


BS • 110度 CS デジタル放送受信用アンテナ(右鹿-を旋円偏波受信用） 

BS アンテナ ( BS . CS 共用〕ンパ-夕付） 

CBSD45 

BS アンテナ七 ツト （ BS ’ CS 共用]ンパ-夕付) 

CBSD45K 


《必ずお読みください。》 



♦特長 



■ほ位相雑音コンパータ搭載により、 BS デジタルハイビジョン放送と110度 CS デジタル放送が受信 
可能です。 

BS ■ CS 共用コンパータ搭載によリ110度 CS デジタル故送に対化しています。 

※スカイ パーフエク TW は受信できません。 

X 110度 CS デジタルが送受信には専用の受信機器が必要です。 

■ワンタッチセッティングで簡単巧付け 

アンテナ本体（マスト取付金具付）と BS ■ CS 共用コンパータ付きま持アームの2ピース構成。ま持アームをマスト取付 
金具に取付けるだけで組み立ては完了です。あとは、マストに差し込むだけで、簡単に取付けが巧えます。 

■マストの中間にも巧付け巧能 

マストの中間にも取付けられ、既設のアンテナマストやベランダの支柱への取付けも容易です。 

適用マスト径は、ホ2日.4〜 48.6mm です。（仰角28〜50度） 

■ CBSD45K は、ベランダ取付金具付でとても便利 

ベランダ取付金具-ケーブル等取付部材がセットになっていますので、別にお買い求めることがなくとても便利です。 
(ベランダ取付金具はベランダ格子（手すり子）厚み 55mm まで取付可能） 


お買い上げありがとうございます。 

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みいただき正しくご使用ください。 

なお、お読みになった後は、取扱説明書•保証書とも大切に保存してください。 

♦このアンテナを使用できるのは日本国内のみで、放送方式、電源電圧が異なる外国ではご使用できません。 
(The antenna can not be used in any-other countries as it is designed for use in Japan only.) 


A ホア: J テナ拍式含れ 






♦安を上のご注意 


絵表示について：取扱説明書、および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人へ 
の危害や財産への損害をホがに防止するために、いろいろな絵ま示をしています。その表示と意 
巧は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


阵警告 

处注意 


この表示をお視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可能性が想 
定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内 
容および物的提害のみの発生が想定される内容を示しています。 


絵表示の例 

A 

A 記号はま意（を険-警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体的なを意^ 
内容（左図の場合は警告またはま意）が描かれています。 

® 

S 記号は禁止の巧為であることを告げるものです。図の中やおくに具体的な禁止内容（左図の場合は 
分解禁止）が巧かれています。 

[€ 

参記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容（左図の場合 
は電源プラグをコンセントから抜いてください。）が巧かれています。 


A 警告 


• 雷が鳴り出したら、ケーブル及び接続コード等には絶対に触れないでください。 
感電の原因となります。 


• 強風時の作業はを険なため、行わないでください。 
落ちたり、転倒したりして、ケガの原因となります。 


♦ベランダ等へ設置する場合は、ベランダ強度に十分を意し、落下の危険のない所を選んでくださ 
し、。また、突起物によるケガや、幼巧が登り転落の原因となることがありますので、取付場所に 
を意してください。 


♦中-高層住宅での使用は強風時破壊し、落下の危険があるため、特に地上高 MmlU 上の建物に取 
付ける場合は販売店もしくは工事店におまかせください。 


•高所（家屋の屋根の上- 2階上の壁面等）、足場の悪い場所への取付けは、落ちたりして、ヶガ 
の原因となりますので、販売店もしくは工事店におまかせください。 


• 落下防止に万全のを意と予防策を!！ 

ベランダや手すりへの取付けのさい、アンテナや工具を落下させケガの原因となることがありま 
すのでそのような危険のある所では、落下防止のため「ひも」などで固定物と結ぶなどの万全の 
予防策を行ってください。 


0 

Q 

Q 

Q 
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A を意 


• BS • CS 共用コンパータは、防水機構になっていますので、絶対に分解しないでください。 
火災-感電の原因となることがあります。 


• BS チューナとケーブルの接続-取り外しは、必ず電源を切ってから行ってください。 
古女障の原因となることがあります。 


• ケガの原因となることがありますので、カッターナイフ等の使用については十分にごま意くだ 
さい。また、ケーブルの加工中などあ線が指等にちき刺さらないようにごを意ください。 


• コンバータへのケーブルのテーピングは設置後では手が届かず落下の原因となることがあります 
ので、アンテナの方向調整を行う前にま全な場所で行ってください。また、テーピングする前に 
ケーブルの長さがチューナまで接続するのに十分な長さであるかを確認してください。 


• BS • CS 共用コンパータのお手入れのさい、溶剤（ベンジンやシンナー等）や洗剤などは使用しな 
いでください。プラスチックカバーが変質し故障の原因となります。 


⑩ 

M 

0 

0 

Q 
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♦取付ける前に 


•設置場所をよく選ぶ 


ちよつとひとこと- 

軒下-ベランダ取付けのときは軒 
先や屋根-樹木が伸びたとき陰に 
ならない場所を選びます。 


仰角 



①設置場所の選びかた 


受信点から衛星を見上げた角度 

春分-秋分時の午後 2 時の太陽げ^ 
方向が一つの目をとなります。ノ 



磁北から東回りに測った角度 



•衛星の方向は、おおよそ午後 2 時の太陽の方向です。 

•アンテナの前に、ビル、樹木や金網などの障害物（離れた場所にある送電線や鉄塔も受信レベルに大きく影響します）の 
ないところを選びます。 

■風当たりの少ないイ氏 L げ月で受信状態の良い場所を選びます。 

■アンテナと接続相手のチューナ-テレビ-ビデオまでの同軸ケーブル配線方法と同軸ケーブルの長さを確認します。 
接続する同軸ケーブルが極端に長い場合、機器が正常に動作しなくなる場合があります。（目ま 30m ) 


③仰角-方位角の選びかた 

♦衛星放送を受信するには、衛星の方向にアンテナの面を合せる必要があります。 
下表を参考に正しく合せてください。 


•下表は、電波の到来方向(仰角■方位角）の目まで、記載のない地区では近傍の都市での角度値を参考にしてくださし^。 
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衛星放送をより良く受信していただくため、下記の点にごを意くださし、。 

♦放送衛星からの電波は全国一円をカバーしますが、その強さは 
各地で異なります。 

受信エリアは右図を参照ください。 



♦衛星放送は、雷雨や豪雨のように強い雨が降ったり雪がアンテナに付着すると電波が弱くなり一時的にノイズが出 
たり、ひどい場合には全く受信できなくなることがありますが、一時的なものですので回復を待ってご使用くださし、。 


♦ぶくに強い電波を出す無線局等がある場合受信不調になることがあります。 


♦巳 S アンテナを取付けるマスト等は台風や季節風などの強風に留意し 
て、安定と安全性に十分ま意してしっかりと取付けてください。右表 
を参考にして、できるだけ径の太いマストをご使用ください。 

記号の説明 

(耳又付金具のボルトをしっかり締めかけた隙の目安です。） 

◎. 40m / s 風速で回転しない。 〇 30m / s 風速で回転しない。 


\ マストを 

アンテす種刖\ 

25.4 

mm 

32.0 

mm 

38.1 

mm 

42.7 

mm 

48.6 

mm 

CBSD 4 已 

/ ◎ 、 
い、 

1ス•テンレス •、 J 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 


\塗装の場合ノ 






• ベランダ取付金具は垂直に取付けてください。垂直に取付けされないと十分な性能が発揮できない場合があります。 

—ちよつとひとこと- 

-このアンテナは 110 度 CS デジタル放送にが応しています。現在放送していますスカイパーフエク TV パ JCSAT3 号、 JCSAT4 
号）には対応していません。 

また、] 10 度 CS デジタル放送には専用の受信機器が必要となります。 
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仰角固定ボルト 
仰角表示部 
マス ト取付金具 

マスト固定ボルト 
支持アーム固定ボルト 
ベランダ金具 （ CBSD 45 K のみ) 

溶融亜鉛メツキ処理 

取付座板に BSD 45 K のみ） 

溶融亜鉛メッキ処理 

55 mm まで取付可能 


■箱の中身を確認してください。 




■ベランダへの設置例 ■屋根馬への設置例 ■壁面への設置例 





最後に仰角と方位角を微調整し終ったら、 


[5] ベランダ金具にアンテナを取付けます。 

[6] 同軸ケーブルを配線します。 

に]同軸ケーブル先端に F お接をを取付け 、 BS 
デジタルチューナ内蔵テレビ旧 S デジタル 
チューナ）に接続します。 



ボルト類を十分締付けます。 


>方向設定をします。 













♦アンテナの組み立ておよびべランダ金具への設置のしかた 


ベランダ金具をベランダ(手すり子）に 
取付けます。 （ CBSD 45 K には付属） 


ベランダ金具 


落下防止用ひも 
(お客様で準備） 

ベランダ 
(手すり子) 


キャップ- 


ナツト(ベランダ_/ 

金具本体取付済）_ 
ベランダ取付金具本体- 



取付座板 


六角ボルト 

-( スプリングワッシヤ‘ 
平ワッシヤ ー） 


〇ベランダ取イ寸金具と取付座板でベランダの格子を挟み 
込んでください。左図のように取付け後、ボルト 4 本 
をしっかりと締め込みます。 ( 適正締付トルクは 4. 9 〜 
S.SSN-m (50-60kgf-cm) です。） 


A を意 


取付けにあたっては、アンテナや工具を落下 
させるとケガの原因となることがありますの 
で、必ずアンテナや工具は「ひも」でべラン 
ダ等と結んで落下防止を行ってください。 


Q 


お願い 


-六角ボルト 
(スプリングワッシヤ I 
平ワッシャー） 


-取付座板 



お願い 


-ベランダ金具は垂直に取付けてください。 

垂直に取付けされないと十分な性能が発揮できない場合 
があります。 

-必ず南西の見通しのきく、ベランダに取付けてください。 

_方向の違うベランダでは衛星の電波は受信できません。_! 

p 同軸ケーブルの接続と防滴処理をします。 

〇尸ンパ-夕 0 mfH 


ベランダ取イ寸時にはベラ 
ンダ取付金具を手すりに 
押しつけて取付けると、 
水平およびアンテナの強 
度が保てます。 


——ちょつとひとこと- 

締付トルクについて 

-ネジを締める力を表わし、かける力に柄の長さを乗じた 
値が締付トルクとなります。例えば下図の場合は、長さ 
0. 1 m のところに 39.2N (4kgf) 力を I0cm=0.lm 

加えて締めることじより 39.2N r ' 

(4kgf) X0.1m=3.92N.m (40kgf-cm) @ f 3 目 2 り 

の締付トルクとなります。 ▼ (4kgf) 


出力端子 

_スパナで軽く締め 
付けてください。 

/—防滴キャップ 


XI 

スキ間 F お接栓 

^rr (か属） 


A ま意 


防滴キャップ取付け時、 
テープ巻付けをしないでく 

ビニールテープ 等を卷かけ 
ますと、中に水が溜まり故 
障の原因となります。 


@結まバンド 
(付属） 


^ 〇同軸ケーブルをコンバータ出力端子に 

_ 鬥つ 接続します。 

^ I 1 ♦同軸ケーブルのお線が曲がったり、へ 

防-滴キャップ こんだりしないようま意して接続して 

^ くたさい。 

// ♦ F お接栓の締付けは手で締め付けた後 

で C . スパナで軽く締め付けてください。 

是各 （適正締付トルクは 0.98 〜 1.96 N . m (10 

〜 20 kgf . cm ) です。） 


防滴キャップ^ 

同軸ケーブルを少し 
たるませて結まして- 
く ださい。 



Q 支持アームをアンテナ本体に取付けます。 


-支持アーム固定ボルト 

止面凶 ァ、，モ十 

BS . CS 共用コンバータ付一 
一 —-•I 支持アーム 

/ \ マスト取付金具一, 



支持アーム固定ネジ巧 



一す^ ~お願い - 

/ XI F お接をを締め付けても少しスキ間 

ができますが、むりに締め込まない 
でください。 イ 

• スパナは100 mmlU loomm / え 
下の小さなスパナ / バ^ 

をご使用ください。 

\ @防滴キャップをコンパータに差し込み 

) ます。 

) ©同軸ケーブルを結まバンドで固定しま 

す。 

〇アンテナ本体裏のマスト取イ寸金具に支持アーム固定 
ボルト2本をしっかリと締め付けます。（適正締付卜 
ルクは 2.94 〜 3.92 N.m (30 〜 40 kgf . cm ) です。） 

— [ お願い - 

•アンテナ本体表面を傷つけないよう、ダンボールの 
上などで作業を行ってください。 

-正面図のように、アームが下側じくるように固定し 
てくださし、。 


アンテナ本体(鏡面） 












Q 仰角の設定をします。 



仰角固定 . 
ボルト 


〇2ページの表で取付け場所の仰角を求めます。 

記載なき地域の方は巧傍の都巿を参考にしてください。 
♦ 4本の仰角固定ボルトをゆるめ下図のようじマスト取 
付金具の兰角マークに仰角を合せ仰角固定ボルトを仮 
締めします。 


仰角固定ボルト • 


30 40ら〇 


. 兰角マーク 


•角度目盛 


>東京の場合 38 .r 


0 ベランダ金具にアンテナを取付けます。 のマスト取ィ寸金具のマスト固定ボルト2本をマストに入る 

位置までゆるめてからマストじ差し込みます。 


■マストの途中に取付け 
るとさ 

©ドライバー等 巧 


ストツパ 


マストストツパ 


•マス ト取付金具 


-マスト固定ボルト 



6ドライバー 



/結まバンドや \ 
ビニールテープ 



水が入らないよう同軸 
ケーブルをたるませる 


エアコン 
配营の貫通孔 


結束バンド 


〇巧气ング 

外部被覆 W 編組線 

0 所^ 


単位 ( mm ) 


発泡ポリ- 


プラグアルミ港一 y 
I 強く押し込む\ 


奥まで押し込む 

の 加"ン 


A を意 


マストストッパはマストを強く当てると、 
外れたり壊れたりしますのでごを意くださ 
し、。 

マストストッパを外す場合は、ツメを指で 
上げるとケガの原因となることがあります 
ので、必ずドライバー等工具をご使用くだ 


Q 


Q 同軸ケーブルの配線と防滴処理をします。 


g 同軸ケーブル先端に F お接栓を取かけます。 


か音に被覆編組線 


アルミ渚 


@アンテナをおおよそ西に向け、マスト固定ボルト2本を 
仮締めします。 

■マストの途中に取付けるとき 

〇取付金具のマストストッパをかしてください。 

マストストッパはツメをドライバー等を使って上にあげ 
て、矢印ホ向に引くと外れます。 

@アンテナをおおよそ、西【こ向け、アンテナがずり落ちな 
いように十分を意してマスト固定ボルト2本を仮締めし 
ます。 

〇エアコン配管の貫通孔などに同軸ケーブルを通します。 

通した後は、水が入らないように貫通孔をふさいでくだ 
さい。 

,——ちよっとひとこと- 

• あす方の同軸ケーブルにゴミが入ら ドン々' 

ないようテーピングしてから孔に通 了 \ノノ 
してください。 

•同軸ケーブルは直角に曲げると利得 
の減衰につながりますので丸みをつ 
_(ナて配線してください。_ 

@同軸ケーブルをベランダ笠木（手すり）、窓枠にそわせ 
てビニールテープ、結まバンド、ケーブルクリップ等 
_(巿販品）を利用して配線してください。_ 

〇リングを同軸ケープルに入れ、カッターで点線の外周と 
タテに切り込みを入れる。 

@か部被覆（ビニールシース）を取り除く。 

@編組線、アルミ迫と発をポリに切り込みを入れる。 

(あ線にキズを付けないようにま意） 

Q 編組線、アルミおと発ミをポリを回しながら抜き取る。 

@編組線を折り返す。 

(編組線が忘線と接触しないようにま意） 

@プラグをアルミ港と編組線の間に奥まで差し込む。 

完成 図 

〇〜1な内 一 

0ペンチ等でリングの中央 f 最後に一方をつぶす 
部を軽くつぶす 同軸 

11'ノバ へ/^(\ 吁—つ〜 居^ 






♦方向設定の作業手順 


♦方向設定の作業手順は BS デジタルチューナ又は BS デジタルチューナ内蔵テレビでの例です。 
(必ずテレビ-チューナに付属の取扱説明書をご貴ください。） 

アンテナの方向調整はテレビやモニターの画面を見ながら調整してください。 


n BS デジタルチューナ内蔵テレビ 
( BS デジタルチューナ）にアンテ 
ナからの同軸ケーブルを接続し 
ます。 


H BS デジタルチューナ内蔵テレビ （ BS デジタルチューナ）の BS 入 
力端子に F お接栓を接続します。 

•アンテナ受信レベル又は画像確認するための準備をします。 
(チューナ-テレビなどの受信機付属の取扱説明書を参考に準 
備を巧ってください。） 



A を意 


BS 受信機 （ BS 内蔵テレビ、ビデ t チューナ等）と 
同軸ケーブルの接続-取外しは必ず BS 受信機のア 
ンテナ電源 （DC 15 V ) を 「 OFF 」 にして行い接続が 
終わってからアンテナ電源を 「 ON 」 にしてくださ 
し、。 が障の原因となったり、ショートの原因とな 
ります。 

BS 受信機側の同軸ケーブル取付なび操作はその受 
信機の取扱説明書をご覧ください。 


运 


0方位角を調整します。 



〇マスト固定ボルトを少しゆるめ手でアンテナ本体を持ち 西から 
南側へ（又は南から西）ゆっくりと回し 、テレビ画像が最良ま 
たはアンテナ受信レベルが最大となる位置で方向を決定し、マ 
スト固定ボルト2本を仮締めします。 

f -ちよっとひとこと- 

画像やアンテナ受信レベルが全く出ないとき 

-ペランダ金具が垂直になっていないか、または仰角-方位角が 
合っていないことが考えられますので、ベランダ金具の垂直と 
取付金具の仰角および方位角を2ページの表で確認してくださ 
い。 

- F お接栓のところで編組線が芯線と接触したり、お線が巧れ曲 
ったりしていないか確認してください。 

•同軸ケーブル接続時、 DC 15 V がショートし保護回路が働き電 
流が流れなくなることがあります。その場合は受信機の取扱説 
明書をご K になり巧び DC 15 V の供給を行ってください。 


0微調整します。 


I 仰!角 I :手でアンテナ本体の端を持ち上下に 
ゆつくり動かします。 


:仰角が変らないようにして左 
右にゆつくりと回します。 



BS 内蔵テレビ 
( BS チューナ） 


〇仰角固定ボルトをゆるめアンテナを 上下にゆっくり動かしテレ 
ビ画槪が最良またはアンテナ受信レペルが最大となるイな置 を決 
め、仰角がずれないよう仰角固定ボルトをスパナで十分締め付 
けます。（仰角固定ボルトの適正綿付トルクは 4.9 〜5ぶ 8 N‘m (己0 
〜 60 kgf . cm ) です。） 

@旦と同じ要領で方位角を巧調整し、最良の位置がずれないよう 
ボルトをスパナで十分締め付けます。（適正締付トルクは 4. 9〜 
5.88 N-m (50 〜 60 k 目 f . cm ) です。） 

0最後に仰ち固定ボルトとマスト固定ボルトが締まっているか確 
認します。 


A を意 


アンテナ、ボルト等がはずれて落下し、ケガの原 
因となることがありますので各ボルトはスパナで 
しっかりと締め付けてください。 


0 









♦別売品のこ案内 (ご使用状況に合せて次の別売品をお買いホめください。） 


衛星放送受信用同軸ケーブル 0 


^ •防水型 F お接を 

♦ビ ニールテー プ 


( S 4 CFB-S 日 CF 巨） 康 

♦ 3 m . 己 m .10 m - 1己 m . 20 m . 30 m 、 

- ^ 

^ NF 4 ( S 4 CFB ) QjjjQ 

P F -5 FB -15 ( S 5 CFB ) 

( 一 般市販品） 



^ちよつとひとこと- 

•その他、色々な状況に対応した取付金具-同軸ケーブル等、別売品を用意しておりますのでお買ボめください。 


♦仕様 

型 名 

CBSD 45 

CBSD 45 K 

受信周波数 

BS 帯域： 11.7 〜 12.2 GHz CS 帯域：1 2.2 〜1 2.75 GHz 

コンバータ出力周波数 

巨 S 帯域：1,032〜1,己 22 MHz CS 帯域：1，巳22〜2,072 MHz 

偏 波 面 

右旋及び左旋円偏波 

アンテナ利得 

BS 帯域： 33.8 dBi CS 帯域： 34.2 dBi 

コンパータ利得 

己4服 

性能指数 （G / T ) 

BS 帯域： 14.1 dB/K CS 帯域： 14.5 dB/K 

電力半値幅 

3.6 度 

コンバータ雑音指数 

0.6 dB 

コンバータ位相雑音 

— 70 d 巨 c/Hz (1 kHz オフセット） 

コンバータ用電ミ原 

右旋円偏波： DC +13.5 〜 16.5 V 左お円偏波 ： DC + 9.5 〜12 .0 V 

消 費 電力 

1.3 W 

コンパータ出カインピーダンス 

75が F 形レセプタクル） 

方向調整角度 

仰角： 28〜54度※2方位角： 360度 

仰角：泌〜54度方位角：±90度 

受風 面積 

0.2 mz 

耐 風速 

受信可能(利得低下が IdBlU 下）： 20 m / slU 下再調整復元可能： 40 m / slU 下非破壊： 60 m / slU 下 

寸 法 

大きさ（最大） 

高さ約 57.7 cm 幅約 47.4 cm 奥行約 50.5 cm 

大きさ（最大） 

高さ約日 7.7 cm 幅約 47.4 cm 奥巧約 69.7 cm 

質 量 

L 6 k 径 

3.3 kg 


X 2 マスト中間取付の場合は仰角28〜50度 


♦アフターサー ビスと保証 

■保話書と保証期間について 

•このアンテナには保証書が付いています。 

■保証書は、販売店で所定の事項を記入してお渡しいたしますので、記載内容を確認いただき、大切に保ちしてください。 
•保証期間は、お買い上げの日から1年間です。 

•保話期間中でも取扱説明書記載外の使い方など保記規定外の使い方じついては有料になることがありますのでご了承ください。 
•保証期間経過後の修理については、販売店へご相談ください。 


• この製品は今後改良-性能向上のため、お状及び特’性を変更することがあります。 


A ホ 7； J テナ!ほ式 Stt 

〒337-8502埼玉県さいたま巿見沼区蓮沼1406 
http ソ /www.ya 径 i-antenna.co.Jp 


■ 製品に関するお問い合せ ■ 

048 - 687-8 198 


ご利用時間(±•日•祝日•弹社休業日を除く） 
9:00〜12:00 13:00〜17:00 


GFZ 107 A -0 9.07 












